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昭和41年以降、死者数が最少

発生件数・負傷者数が昭和41年以降最多

（平成13年 9,450件 11,927人）

発生件数・負傷者数は、

平成13年をピークに平成14年以降、

19年連続で減少中！

交 通 部
令和 年中の青森県内における交通事故発生状況について2 交 通 企 画 課

※各数値については速報値

１ 令和２年中の青森県内における交通事故発生状況（総括）

【交通事故発生状況】

○ 発生件数 2,436件 （前年比 －355件、－12.7％）

○ 死者数 28人 （前年比 － 9人、－24.3％）

○ 負傷者数 2,939人 （前年比 －439人、－13.0％）

※ 死者数は、現在の統計方法となった昭和41年以降最少を記録

【令和２年中の交通死亡事故（28件28人）の主な特徴】

○ 死者28人中、車両単独事故による死者は15人（前年比＋２人）で53.6%

を占めた

○ 死者28人中、高齢者の死者は15人（前年比－13人）で、53.6%を占めた

○ 歩行中の死者８人（前年比－３人）のうち、高齢者の死者は６人（前

年比－３人）で、75.0%を占め、また、８人全員に違反が認められた

○ 自動車乗車中の死者11人（前年比－８人）のうち、シートベルト非着

用死者は６人（前年比－４人）で、54.5%を占め、また、シートベルトの

着用により助かった可能性がある死者も認められた

○ ２件２人は農作業中における農耕作業車両の誤操作による事故であった

２ 交通事故発生状況推移
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調査対象外

違反無し

調査不能

その他

横断違反

通行区分

信号無視

違反あり

構成率

高齢者

6人

75.0%

非高齢者

2人

25.0%

横断違反

2人

25.0%

信号無視

1人

12.5%

その他

3人

37.5%

通行区分

1人

12.5%

横断違反

1人

12.5%

違反別歩行中死者数（R2）

死者数

8人

３ 交通死亡事故（28件28人）の主な特徴

車両単独事故による死者は15人で、全体の53.6%を占めた(1)

(2) 高齢者の死者は15人で、全体の53.6%を占めた

歩行中の死者8人中、高齢者が6人で75.0%を占めた(3)

(4) 歩行中の死者８人全員に違反が認められた

○高齢者の死者は、

15人であり、全死者

の53.6%を占めた。

＜全国平均値＞

(11月末現在、55.4%)

○ 歩行中の死者は

８人であり、前年よ

り３人減少した。

また、高齢者が占

める割合は、75.0%

であった。

○ 車両単独事故の

死者は15人であり、

、全体の53.6%を占め

直近５年と比較して

最も高かった。

このうち高齢者は

７人で46.7%を占め

た。

○ 違反が認められた

歩行中の死者は８人

であり、前年より１

人減少したが、歩行

中の死者８人全員に

違反が認められた。
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事故類型別死者数の推移
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シートベルト非着用死者数の推移

非着用

非着用率

非着用

6人

54.5%

着用

5人

45.5%

65～74歳

3人

27.3%

20代

1人

9.1%

～19歳

2人

18.2%

75歳～

2人

18.2%

65～74歳

1人 9.1%

30代

2人

18.2%

年齢層別シートベルト着用状況

（R2）

死者数

11人

高齢者

8件

25.0%

非高齢者

24件

75.0%

75歳～

1件

3.1%

65～74歳

7件

21.9%

60～64歳

8件

25.0%

50代

3件

9.4%

40代

6件

18.8%

30代

3件

9.4%

～29歳

4件

12.5%

第１当年齢層別発生状況（R2）

全32件

構成率 構成率

死者数 60 4.3% 56 0.3%

重傷者数 130 9.2% 532 3.2% 2.9倍

シートベルト着用の
有無による

死亡率・重傷率

非着用者数 着用者数

12.7倍

H27 H28 H29 H30 R1 R2

35 21 11 28 21 23

38 37 43 29 37 31

横断歩道 156 171 149 129 144 119

横断歩道付近 14 16 11 20 13 11

横断歩道橋付近 3 0 1 0 0 0

その他 123 124 94 95 104 83

計 296 311 255 244 261 213

115 132 106 97 95 76

484 501 415 398 414 343

その他

合計

対面通行

背面通行

横
断
中

(5) 自動車乗車中の死者11人中、シートベルト非着用者が６人で54.5%を占めた

○ 死傷者のシートベルト非着用状況推移 ○ シートベルト着用状況による死亡・重傷率

４ その他の特徴～横断歩道横断中の交通事故発生状況

○ 人対車両の交通事故発生状況

○ 横断歩道横断中の交通事故発生状況

○ 自動車乗車中の死

者11人中６人がシー

トベルト非着用であ

、 。り 54.5%を占めた

非着用死者の中に

は、着用により助か

った可能性がある者

も認められた。

県内の人対車両の交通事故は減少傾向

にあるが、横断歩道横断中の交通事故は

ほぼ横ばい状態となった。

横断中の交通事故に占める横断歩道横

断中の交通事故の割合は増加傾向となっ

ており、特に、信号機のない横断歩道で

の交通事故が増加傾向となった。

○ 信号機の設置されていない交差点に
おける第１当事者年齢層別発生状況

自動車乗車中のシートベルト非着用死
傷者数は減少しているが、非着用者の構
成率は横ばい状態となった。
なお、平成27年から令和２年までの間

のシートベルト非着用者の重傷率は着用
者の2.9倍高く、死亡率は12.7倍高くなっ
た。
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横断歩道横断中の交通事故の推移
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